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１．はじめに

　本稿は京都市西陣地区を対象に、復興計画策定に資すべき①街並みの外観構成要素（以下「エレメント」）

の選定、②エレメントを用いた復興住宅モデル作成と印象評価による復興水準の検討、③既往研究文1）（以下

「18研究」）：現状の建築物の外観による類型をもとにした復興住宅モデル（以下『類型手法』）と、当該

研究：建築物のエレメントに着目した復興住宅のモデル化（以下『エレメント手法』）の比較による分析結

果を考察するものである。

(1) 研究の背景

東日本大震災を契機に、多数の居住者が被災する過密大都市部では、大震災に備えた事前の復興計画の必

要性が指摘されている。とりわけ被災後の復興住宅には、耐震性や工事費・施工期間などの基本的性能が求

められることから、地域固有性や住宅外観の景観への配慮という点はなおざりにされる危険性が高い文 2.3）。

　現状京都では、①外観規制が充実している一方、一部地域を除き様々な建築様式が混在している点、②木

造建築物の防災面で脆弱性が懸念され文 4）且つ事前復興計画に向けたデザインガイドラインの制度が乏しい

点、以上の課題は 18 研究で述べた通りである。これらに対し、『類型手法』を試行したが、①エレメントに

着目した復興住宅のモデル化、②群造形による景観的側面、③スケールギャップ対策注 1）等の課題が残った。

　以上より本稿では、復興時に効率よく住宅の外観意匠に配慮する計画手段として、街並み構成エレメント

を洗い出すと共に、群造形とスケールギャップ街並みにも対応しうる『エレメント手法』の検討を行う。な

お京都の建築外観要素に関する伝統的な建築物を扱った諸研究文 5 ～ 10) に比して、災害後の復興を想定し、且

つ近代建築物を含む街並みの景観的側面を対象とした研究は、18 研究を除き管見では見られない。

(2)研究の特徴・目的

以上を踏まえ、本稿は復興住宅建設を想定した計画用資料として、伝統建築物と近代建築物が混在したエ

リアに注目し街並み構成エレメントを選出し、その結果を基に作成した復興住宅モデルの印象評価と18研究

This paper covers Kyoto-Kamigyo-ku where there are many traditional buildings with a large estimated damage 
scale due to the earthquake, quantitative grasping and typing of the appearance elements of the building towards the 
preliminary recovery plan, type examination of reconstruction level by another impression evaluation, and comparison 
of a method for quantitative grasping and typing of the appearance elements.
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